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一
及
び
二
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
試
案
」
に
関
し
て
は
、
平
成
二
十
二
年
三
月
三
日
に
開
催
し
た
観
光
立
国
推
進
本
部
第
二
回
休
暇
分
散
化
ワ

ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
に
お
い
て
、
社
団
法
人
日
本
経
済
団
体
連
合
会
、
日
本
商
工
会
議
所
及
び
全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会
か

ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
当
該
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
結
果
や
御
指
摘
の
趣
旨
も
踏
ま
え
つ
つ
、
今
後
、
大
型

連
休
の
分
散
化
等
が
経
済
活
動
に
与
え
る
影
響
等
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

三
及
び
四
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
有
給
休
暇
を
取
得
し
や
す
く
す
る
方
が
効
率
的
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

観
光
立
国
推
進
基
本
法
（
平
成
十
八
年
法
律
第
百
十
七
号
）
第
十
九
条
に
お
い
て
、
国
は
、
観
光
旅
行
の
容
易
化
及
び
円
滑

化
を
図
る
た
め
、
休
暇
に
関
す
る
制
度
の
改
善
そ
の
他
休
暇
の
取
得
の
促
進
、
観
光
旅
行
の
需
要
の
特
定
の
時
季
へ
の
集
中

の
緩
和
等
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
御
指
摘
の
「
試
案
」
に
関
す
る
検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
、
年

次
有
給
休
暇
を
取
得
し
や
す
い
環
境
の
整
備
に
向
け
て
も
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
明
日
の

安
心
と
成
長
の
た
め
の
緊
急
経
済
対
策
」
（
平
成
二
十
一
年
十
二
月
八
日
閣
議
決
定
）
等
を
踏
ま
え
、
労
働
時
間
等
の
設
定

一



の
改
善
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
四
年
法
律
第
九
十
号
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
「
労
働
時
間
等
設
定
改
善

指
針
」
（
平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
八
号
）
に
つ
い
て
、
事
業
主
が
講
ず
べ
き
措
置
と
し
て
年
次
有
給
休
暇
の
完

全
取
得
に
向
け
た
取
得
率
の
目
標
設
定
の
検
討
を
追
加
す
る
等
の
改
正
を
行
い
、
そ
の
周
知
を
図
る
な
ど
必
要
な
取
組
を
行

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。今
後
と
も
、年
次
有
給
休
暇
を
取
得
し
や
す
い
環
境
の
整
備
に
最
大
限
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
。

五
に
つ
い
て

大
型
連
休
の
分
散
化
等
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
意
見
も
聴
き
つ
つ
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

二


